
③
医
療
編
…
十
一
代
藩
主
斉
順
病
状
概
要
・
処
方
の
実
際
・
コ
レ
ラ

（
曝
鳫
病
）
の
家
庭
療
法
・
漢
方
薬
索
引

日
記
の
部
分
を
今
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、
月
日
、
天
候
、
旅
の
日

程
、
勤
務
・
面
会
者
・
診
療
者
・
投
与
の
薬
名
等
の
一
日
の
出
来
事
が

淡
々
と
書
か
れ
て
い
る
。
医
史
学
か
ら
注
目
す
る
と
、
和
歌
山
で
の
勤

務
日
記
（
五
七
～
三
一
五
頁
）
の
部
分
は
、
藩
主
の
診
察
や
病
状
概
要
、

出
勤
・
帰
宅
の
時
間
、
宿
・
日
直
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
藩
医
の
活

動
が
良
く
う
か
が
え
る
。
当
時
の
藩
医
の
勤
務
に
は
、
医
療
活
動
以
外

に
藩
公
と
の
お
供
（
釣
り
・
船
遊
び
・
鷹
狩
り
・
花
火
な
ど
）
や
行
事
の
陪

席
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
所
か
ら
人
間
関
係
が
育
ま
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
私
な
ら
、
医
療
活
動
だ
け
で
も
大
変
な
の
で
そ
れ
以
外
は
心
労

と
感
じ
る
が
、
当
時
は
の
ん
び
り
と
し
人
情
味
も
あ
り
名
誉
と
感
じ
た

の
だ
ろ
う
。

本
書
は
③
の
医
療
編
だ
け
で
も
購
入
す
る
価
値
は
十
分
で
あ
る
。
こ

の
編
は
、
藩
主
斉
順
の
約
二
か
月
間
の
病
状
（
発
熱
・
発
汗
・
戦
懐
等
の

表
現
）
と
、
患
者
ご
と
に
与
え
た
薬
の
名
と
数
量
が
ま
と
め
ら
れ
、
コ
レ

ラ
に
対
す
る
具
体
的
な
家
庭
療
法
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
本
書
に
登
場
す

る
漢
方
薬
の
索
引
の
部
分
で
あ
る
。
し
か
も
、
本
書
は
こ
の
編
が
日
記

の
部
分
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
、
泰
淵
が
そ
の
前
後
に
何
を
し
て
い
た
か

も
知
り
得
て
、
人
間
の
温
も
り
や
リ
ア
ル
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の

で
あ
る
。

本
書
を
通
し
て
、
藩
医
の
勤
務
振
り
、
匙
・
奥
医
師
・
奥
詰
医
師
・

番
医
師
・
寄
合
医
師
・
小
普
請
医
師
が
置
か
れ
て
お
り
、
江
戸
幕
府
の

医
療
制
度
と
比
較
す
る
と
、
藩
の
医
療
制
度
も
あ
る
程
度
な
ら
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
私
の
興
味
か
ら
言
え
ば
、
泰
淵
の
治

療
は
内
科
医
で
あ
る
か
ら
基
本
的
に
は
薬
を
投
与
し
て
い
る
が
、
「
痂
癩

の
お
気
味
合
お
鍼
」
（
二
五
○
頁
）
や
「
貢
目
）
弾
正
方
瘡
気
二
而
鍼

療
」
（
二
三
七
頁
）
と
あ
り
癩
に
鍼
施
術
を
行
っ
た
り
、
「
発
病
柴
圭
加

葛
湯
お
鍼
」
（
’
一
五
○
頁
）
・
「
五
助
方
へ
見
舞
鍼
療
致
」
三
三
七
頁
）
・

「
弾
正
方
へ
見
舞
鍼
療
」
（
同
）
と
あ
っ
て
、
鍼
と
薬
の
併
用
療
法
を
行

っ
て
い
る
。
他
所
に
も
度
々
鍼
施
術
の
記
載
も
見
え
る
。
当
時
は
、
内

科
や
外
科
の
医
師
も
鍼
施
術
を
行
っ
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で

も
再
確
認
で
き
た
。
た
だ
、
中
村
家
初
代
寿
泰
当
経
が
鍼
医
師
と
し
て

紀
州
藩
に
登
用
さ
れ
た
事
と
考
え
合
わ
せ
る
と
一
つ
疑
問
が
湧
い
て
く

る
。
幕
府
の
制
度
は
、
登
用
さ
れ
た
医
療
科
目
が
原
則
的
に
家
系
の
医

療
科
目
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
行
く
の
で
、
幕
府
と
藩
の
制
度
が
違
う
の

か
、
中
村
家
泰
淵
ま
で
の
間
に
転
科
の
申
請
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

不
明
な
点
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
医
療
や
藩
医
の
研
究
に
は
必
携
の
害
な
の
で
、
ぜ
ひ
手

に
取
っ
て
御
覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

（
香
取
俊
光
）

〔
か
の
う
書
房
、
東
京
都
神
田
神
保
町
一
’
五
二
、
電
話
○
三
’
三
二
九
一

’
八
八
八
八
、
一
九
九
一
年
、
四
六
判
、
二
六
二
頁
、
定
価
二
○
○
○
円
〕

か
っ
て
諫
早
は
佐
嘉
鍋
島
藩
の
属
領
（
龍
造
寺
家
）
で
あ
っ
た
。
二
万

五
千
石
か
ら
一
万
石
に
切
り
詰
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

諫
早
医
師
会
編
「
諫
早
医
史
一
九
九
○
年
」
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か
な
り
圧
政
に
苦
し
み
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
に
は
、
領
内
に
百
姓

一
摸
さ
え
起
こ
っ
て
い
る
。
医
学
の
面
で
は
、
当
時
世
界
に
開
か
れ
た

唯
一
の
窓
、
長
崎
を
目
前
に
控
え
な
が
ら
、
顔
は
後
ろ
佐
嘉
に
向
け
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
か
ら
再
々
行
わ
れ
た
諫
早

領
内
の
医
師
調
査
、
佐
嘉
好
生
館
で
の
藺
学
学
習
の
強
制
な
ど
、
医
師

に
対
す
る
圧
迫
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
ま
で
続
く
こ

と
に
な
る
。
後
で
分
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
医
師
調
査
は
、

佐
嘉
藩
の
他
藩
に
先
駆
け
て
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
普
及
の
た
め
の
実
態
調

査
と
い
う
。
諫
早
医
史
に
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
あ
る
こ
と
を

考
え
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
敗
戦
前
後
の
混
乱
、
昭
和
三

十
二
年
二
九
五
七
）
の
諫
早
大
水
害
に
よ
り
、
貴
重
な
資
料
の
流
失
、

散
布
を
見
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

『
諫
早
医
史
」
は
、
四
○
九
頁
か
ら
な
る
大
冊
で
あ
る
。
巻
頭
を
旧

医
家
菅
原
家
蔵
の
「
紅
夷
流
道
具
集
解
総
図
」
で
飾
り
、
第
一
章
幕
末

の
医
師
概
要
、
第
二
章
明
治
時
代
の
医
療
、
第
三
章
幕
末
、
明
治
時
代

の
医
師
、
第
四
章
大
正
ｌ
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
医
師
、
第
五
章
戦

後
か
ら
現
代
へ
、
第
六
章
関
連
医
療
施
設
、
第
七
章
先
輩
の
想
い
出
、

第
八
章
物
故
お
よ
び
旧
医
師
会
員
略
伝
、
付
録
、
あ
と
が
き
、
か
ら
な

る
。

巻
頭
の
紅
夷
流
道
具
集
解
総
図
は
、
絵
巻
と
順
天
堂
大
学
の
酒
井
シ

ヅ
教
授
の
解
説
と
か
ら
な
る
。
外
科
道
具
一
覧
と
用
途
を
示
し
た
図
鑑

で
、
十
八
世
紀
の
長
崎
を
中
心
と
し
た
外
科
を
語
る
貴
重
な
絵
巻
、
資

料
と
い
え
よ
う
。
そ
の
由
来
に
つ
い
て
の
考
察
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
一
章
は
、
石
橋
研
究
家
と
し
て
も
著
名
な
、
諫
早
史
談
会
員
で
あ

る
山
口
祐
造
氏
に
よ
る
「
幕
末
の
医
師
概
要
」
で
、
一
、
蘭
医
の
採
用
、

二
、
佐
嘉
好
生
館
の
活
動
、
と
佐
嘉
藩
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
、
三
、
諫
早
領
の
医
師
分
布
、
四
、
嘉
永
四
年

医
師
調
書
の
考
察
、
五
、
安
政
六
年
医
師
調
書
の
考
察
、
六
、
天
保
五

年
医
師
調
査
の
考
察
、
七
、
領
内
医
師
調
査
古
文
書
の
意
義
、
と
諫
早

領
に
お
け
る
医
療
事
情
に
触
れ
て
い
る
。

特
に
天
保
、
嘉
永
、
安
政
の
医
師
調
査
は
、
佐
嘉
藩
に
お
け
る
オ
ラ

ン
ダ
医
学
の
藩
内
普
及
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
天
保
五
年
は

医
学
寮
創
設
、
嘉
永
四
年
は
医
学
校
再
建
、
安
政
五
年
は
好
生
館
独
立

の
年
に
当
っ
て
お
り
、
漢
方
医
の
医
学
再
教
育
な
ど
、
藩
内
医
師
の
実

態
把
握
を
目
標
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
医
師
の
住
所
・
使
命
・
年

齢
・
診
療
科
目
・
師
匠
の
名
前
な
ど
克
明
に
記
し
て
あ
り
、
藩
政
時
代

の
医
師
の
移
り
変
り
、
医
療
分
布
を
知
り
う
る
第
一
級
の
資
料
で
あ
ろ

う
。
ま
た
こ
れ
ら
資
料
の
中
か
ら
、
地
域
毎
の
医
師
分
布
、
医
家
世
襲

（
家
系
）
、
医
家
師
弟
関
係
一
覧
表
を
作
成
さ
れ
た
労
を
夛
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
巻
末
に
添
布
さ
れ
た
医
師
分
布
図
も
他
に
類
を
見
な
い
貴
重

な
資
料
と
言
え
よ
う
・
佐
嘉
藩
の
調
査
が
日
の
目
を
見
た
こ
と
に
な
る
。

第
二
章
、
明
治
時
代
の
医
療
は
、
郷
土
史
家
で
、
菅
原
家
の
縁
戚
に

当
た
り
、
純
心
短
大
片
岡
弥
吉
教
授
の
助
手
を
し
て
お
ら
れ
た
永
橋
親

子
氏
の
執
筆
で
、
本
誌
編
纂
に
当
た
り
思
い
が
け
ず
発
見
さ
れ
た
資
料

を
基
に
、
諫
早
に
お
け
る
明
治
の
医
療
と
医
師
会
の
歩
み
を
追
っ
た
も

の
で
、
近
代
的
医
師
会
へ
の
脱
皮
の
状
態
を
年
次
的
に
追
う
こ
と
が
で

き
る
。第

三
章
は
、
幕
末
、
明
治
時
代
の
医
師
に
つ
い
て
、
当
時
の
諫
早
地
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方
の
医
師
会
の
概
況
を
述
べ
、
こ
の
地
方
で
名
を
残
し
た
十
七
名
の
医

師
の
医
家
伝
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

第
四
章
以
下
も
同
様
の
体
裁
で
、
大
正
、
昭
和
か
ら
現
在
に
至
る
医

師
会
の
歩
み
、
医
師
会
員
の
動
静
、
想
い
出
が
語
ら
れ
て
い
る
。

一
地
方
の
医
師
会
史
と
し
て
は
、
充
実
し
た
内
容
を
持
ち
、
特
に
巻

頭
か
ら
第
三
章
に
至
る
部
分
は
、
医
史
学
的
に
も
大
変
価
値
あ
る
も
の

と
言
え
よ
う
。

戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
、
当
時
諫
早
に
あ
っ
た
長
崎
医
大
に
入
学
し
、

医
学
の
道
を
志
し
た
私
に
と
っ
て
は
、
私
の
体
験
と
重
複
す
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
ま
た
懐
か
し
い
先
輩
諸
先
生
の
名
前
を
見
い
だ
し
、
感
慨
一

入
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
編
集
の
労
を
と
ら
れ
た
級
友
草
野
源
一
郎
先

生
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
山
之
内
夘
一
）

〔
諫
早
医
師
会
発
行
、
諫
早
市
泉
町
二
三
’
五
、
電
話
○
九
五
七
’
二
二
’

一
○
四
○
、
一
九
九
一
年
初
版
、
一
九
九
二
年
再
版
、
Ａ
３
判
、
四
○
九

頁
、
頒
価
五
○
○
○
円
〕

医
史
学
研
究
者
に
と
っ
て
研
究
領
域
の
史
料
・
典
籍
の
収
集
は
欠
か

せ
な
い
。
し
か
し
、
調
査
し
た
い
史
料
・
典
籍
を
ま
と
め
て
所
蔵
し
て

い
る
図
書
館
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
先
人
研
究
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
応
じ
て
和
漢
洋
の
原
典
・
第
一
次
史
料
を
手
元
に

収
集
し
て
お
き
た
い
と
す
る
収
集
家
で
も
あ
っ
た
。

小
曽
戸
洋
・
眞
柳
誠
編
・
解
説
「
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
」

と
こ
ろ
が
、
原
典
の
収
集
は
、
昨
今
の
住
宅
事
情
か
ら
保
管
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
に
困
難
性
を
増
し
て
来
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
市
場
に
流

通
す
る
古
典
籍
の
払
底
に
よ
っ
て
価
額
の
高
騰
が
急
速
に
高
ま
っ
て
、

個
人
的
収
集
の
困
難
性
に
一
層
の
拍
車
を
加
え
て
い
る
。

一
方
、
コ
ピ
ー
機
の
発
達
は
、
刊
本
・
写
本
を
問
わ
ず
、
コ
ピ
ー
版

を
座
右
に
置
く
こ
と
を
可
能
し
、
比
較
的
需
要
の
高
い
も
の
で
は
、
復

刻
版
の
刊
行
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
復
刻
版

の
中
に
は
底
本
の
撰
定
に
問
題
を
残
す
も
の
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
基
本
典
籍
の
書
誌
的
研
究
を
疎
か
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
ｏ

慶
長
以
前
の
和
刻
古
版
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
書
誌
的
研
究
が
熱

心
に
行
わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
近
世
以
降
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
や

や
も
す
れ
ば
書
誌
が
軽
視
さ
れ
、
一
種
類
の
刊
本
の
入
手
で
安
心
し
て

し
ま
っ
て
、
重
版
・
異
本
の
比
較
を
す
る
努
力
に
欠
け
て
い
た
き
ら
い

が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
の
現
状
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
古
い
著
者
の
没

後
刊
行
の
も
の
で
は
、
版
本
の
み
に
頼
る
こ
と
が
危
険
な
こ
と
は
、
し

ば
し
ば
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
漢
籍
の
基
本
書

は
先
人
研
究
者
の
伝
統
的
姿
勢
と
そ
れ
を
後
継
す
る
人
達
の
努
力
に
よ

っ
て
、
地
道
な
が
ら
、
大
き
な
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

今
回
完
結
し
た
、
小
曽
戸
洋
・
眞
柳
誠
両
氏
の
編
集
・
解
説
に
な
る

『
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
」
は
、
右
の
よ
う
な
地
道
な
書
誌
的
研
究
成
果

を
ふ
ま
え
て
撰
定
さ
れ
た
、
稀
観
害
を
含
む
善
本
を
底
本
と
し
て
い
る

良
質
な
影
印
・
復
刻
版
で
あ
る
。

収
載
の
典
籍
は
、
著
名
な
わ
が
国
医
書
刊
行
の
噴
矢
と
さ
れ
る
「
医
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